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1 はじめに
Java や Web アプリケーションサーバを使った Web コンピ

ューティングシステムの業務アプリケーション構築の生

産性を向上させるために、数年前から以下を狙いとする

アプリケーションフレームワークの開発を行っている。

・業務部品の再利用性の向上

業務を部品化する事により、再利用性を向上させる。

・ミドルウエア利用技術のノウハウの隠蔽

Web コンピューティングシステム開発ではいくつかの

ミドルウエアが利用される。ミドルウエアを使いこな

すには時間がかかり熟練が必要である。正しく使わな

いと、いろいろな問題を引き起こす。このような、ミ

ドルウエアを正しく使いこなすノウハウをフレームワ

ークの中に隠蔽して、業務アプリケーション設計の担

当者が詳細なノウハウを知らなくてもミドルウエアを

使いこなせるようにする。

本稿では、このようなフレームワークの概要と適用事例

について述べる。

2 フレームワークの概要
今回紹介するフレームワークを利用したソフトウエア構

成例を図 1に示す。この図の密度の濃い網掛けがフレー

ムワークを示しており、以下の 2 種類のフレームワーク

が含まれれている。

・ Web システム向け MVC(Model View Controller)フ

レームワーク

Java アプリケーションサーバ上の Web アプリケーシ

ョンを構成する MVC モデルを使ったフレームワーク。

・ システム間連携 XML フレームワーク

XML を使ってシステム間連携を行うためのフレーム

ワーク

Webシステム向け MVCフレームワーク
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図 1 フレームワークを利用したソフトウエア構成例

2.1 Webシステム向けMVCフレームワーク
Web システム向けフレームワークの構成を図 2に示す。

このフレームワークの特長は以下の通りである。

・ 基本的なアーキテクチャとして、MVC モデルを採用

している。このため業務アプリ設計者は、主に

Model のビジネスロジックコンポーネントと、デー

タアクセスコンポーネント、および、View の

JSP(Java Server Pages)を開発するだけで、システ

ムを構築する事ができる。

・ サーバソフトウエアのコンポーネント化のために、

EJB を採用し、EJB の基底クラスとユーティリティ

クラスを提供して、フレームワークが EJB を扱う方

法を標準化している。これにより、業務アプリ開発

者が EJB を意識せず簡単に扱える。そして EJB のメ

リット(トランザクション管理やセキュリティに関

するコードの業務ロジックからの排除 etc.)を利用

することができる。

・ Controller では、図 2に示すようにデータベース上

の定義(実行定義、処理定義)に従って、状態遷移制

御と Command パターンを組み合わせたコンポーネン

トの実行制御によりアプリケーションを実現してい

る。このため、データベース上の定義を変更するだ

けで、コンポーネントの処理順序を変更でき、アプ

リケーション処理内容の変更にプログラムコードの

変更が必要ない。
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図 2 Web システム向け MVC フレームワークの概要

2.2 システム間連携 XMLフレームワーク
図 3にシステム間連携 XML フレームワークの構成を示す。

このシステムの特長を以下に示す。

・ 業務アプリケーション開発者は、XML メッセージを

処理するために 2 つの設定を行うだけでよく、複雑

な XMLParserAPI を扱う必要がない。設定内容

は、”(1)送受信情報の設定を行うロジックの開

発”、”(2)設定された情報を送受信する XML メッセ

ージフォーマットへのマッピングの設定”である。

・ このように設定を 2 つに分けた事により、XML メッ

セージのフォーマットの変更や、別のフォーマット
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に柔軟に対応できる。

・ 図 3のシステム間連携 XML フレームワークは、Web

システム向けフレームワーク上のアプリケーション

として構成されており、XML 送受信の際に実行され

る業務部品を共用できる。例えば、Web ブラウザか

らの見積処理と、取引先のシステムからの見積 XML

メッセージにより実行される見積処理を共用できる。
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図 3システム間連携 XML フレームワーク

3 フレームワークの適用事例
3.1 事例 1「WebEDI資材見積りシステム」
(1) 業務アプリケーションの概要

図４に示すように Web ブラウザおよびメールを使って、

社内の設計担当者・資材担当者、および取引先の担当者

の間で資材見積り業務を行う。
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図 4 WebEDI 資材見積りシステム

(2) 課題と解決策

図４のシステムに Web システム向け MVC フレームワーク

を適用してシステムを構成した。

・ 業務アプリ設計担当者は、オブジェクト指向、Java,

アプリケーションサーバ共未経験だったが、業務ア

プリケーションを設計・製造する事ができた。

・ 業務システムでは、業務状態の制御が必要である。

図４のシステムにおいても見積り案件に対する”見

積回答前”、”回答済み”などの状態の管理が必要と

なった。これを、フレームワークの Controller の

提供する状態遷移制御により管理する事ができた。

・ フレームワークの開発の際に、パイロットプロジェ

クトにより、業務システムに適用する際の検証を行

った。そして、実プロジェクトに適用する前に、ア

プリケーションサーバを使う際に生じる問題(性能

問題、漢字文字化問題)などが判明し、フレームワ

ークに対策のための機能を盛り込むことができた。

・ 試験段階でアプリケーションサーバが原因の不具合

が生じて、プログラムコードによる対策が必要にな

った。しかし、フレームワークの提供する共通部品

でこれを吸収する事ができ、業務アプリケーション

を修正しなくても問題を解決する事ができた。

3.2 事例 2「Eマーケットプレース実証実験システム」
(1) 適用した業務アプリケーションの概要

国をまたがった HUB 構成の E マーケットプレースの実証

実験システム。このシステムでは業務として、Web ブラ

ウザから企業検索／見積もり／受発注／公開公募などの

業務を行う。これらの業務で、他の E マーケットプレー

スに所属する取引先が指定された場合にのみ、E マーケ

ットプレース同士の XML を使ったシステム間連携が行わ

れる。例えば MP1 に属する企業 E11 が、MP2 に属する企

業 E21 と見積を行う場合には、国 1HUB1 を通して XML に

よるシステム間連携が行われる。
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図 5 E マーケットプレース実証実験システム

(2) 課題と解決策

図 5のシステムに対して Web システム向け MVC フレーム

ワークとシステム間連携 XML フレームワークを適用した。

・ フレームワークが提供する XML メッセージを操作す

る部品により、XML Parser を直接使う場合の冗長な

コードを削減する事ができ、9 種類の XML メッセー

ジを処理する業務ロジックの製造を 2 週間程度で行

う事ができた。

・ マーケットプレース間の XML 通信業務プロトコルに

おいて、到達保証のために後から ACK メッセージ返

信の開発が必要になった。これらの変更を、ACK メ

ッセージに対するフレームワークの(1),(2)の定義

と、処理定義の変更だけで行う事ができ、開発量を

最小にする事ができた。

・ 同じ種類の業務を Web ブラウザから行う場合と、

XML メッセージで他のシステムから行う場合に、共

通の業務部品を使う事ができた。

4 まとめ
「Web システム向け MVC フレームワーク」は、他に 4 つ

のプロジェクトに適用した。

「システム間連携 XML フレームワーク」は、現在、

EAI/B2B システム向けミドルウェアとして、ブラッシュ

アップを行っている。

フレームワークを使う事により、開発量の削減や、ミド

ルウエアの使い方の誤りによる不具合の低減などの効果

を確認する事ができた。
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